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　要約＝愛育病院で1989年4月～91年2月に出生した2，324名のうち、極低出生体重児などハイリスク児、及びダウン

症候群など明らかな先天異常をもっ児を除き、その後、同院母子保健科を健康診査のため受診した乳幼児2，152名と

その母親を対象とした。主として母親への問診によりカルテに記載されている乳幼児の就寝・起床時刻、睡眠問題、

摂食リズムなど生活リズムと、乳幼児の発達や母子関係、保育体制、健診時の主訴数、祖父母同居の有無などとの関

連性を縦断的に解析した。当院出生の乳児は、ことに第1子や核家族の場合、夜型の生活を送る児が多かったが、年

齢とともに就寝時刻は早くなり、就寝時刻のバラツキは少なくなっていた。乳児の就寝時刻の遅さや睡眠問題は、適

切な健診受診等により、幼児期にはほとんど解消していた。しかし、幼児に就寝時刻の遅さや睡眠問題がみられた場

合、幼児の発達や母子関係・友だち関係の問題、不規則な間食など、生活リズムの乱れと関連していたので、幼児の

生活全般に関する育児支援が必要である。保育所に入所している乳幼児の生活リズムは比較的整っていたが、睡賎問

題を有するものの害II合が多かったので、必要な睡眠時間を十分確保できるように、母子の負担を軽減させられる育児

支援が望まれる。

見出し語：　縦断的研究、生活リズム、就寝・起床時刻、保育所入所児の睡眠問題、健康診査・保健指導
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1　目的

　目本の子どもの睡眠時間と時間帯は、しだいに短くな

り夜型化しているD。近年は昼夜ともに光が存在して、

人為的な環境を作りうるために、概日リズム（サーカデ

ィアンリズム）睡眠障害が増加し、就学児童では不登校

や集中困難等による学業不振が問題となっている。そし

て乳児（1歳未満児）や幼児（1歳～就学前児童）でも

夜型化による問題点が指摘されている2一の。

　生活リズムにっいて、以前r乳児の睡眠」を分析した

ので41、今回は同じ対象児を6歳まで縦断的に経過観察

してまとめた。乳幼児の発育・発達に伴い、就寝・起床

時刻、授乳リズム等の生活リズムが、どのような要因に

よりどのように変化していくか実態を調査し、乳幼児の

育児支援の資料とすることを目的とした。

　生体の内分泌環境には昼と夜の差があることを1943年

にPincusらが初めて発見し、血圧変動等の概日リズムを

1966年にHalbergらがまとめ、生体リズムの研究は現在、

各種の臨床医学に応用されている6》。生体リズムは脳の

視床下部視交叉上核に存在する生体時計によっているこ

とが1972年に発見され、哺乳動物の時計遺伝子が1997年

に解明された6㌔

　しかし、乳幼児の発達の視点から縦断的に生活リズム

をまとめた報告は少ない。そこで、乳幼児の健康診査や

育児相談、また保育所などでの育児支援を行う際の資料

となるように、縦断的に乳幼児の生活リズムについてま

とめた。

n　対象

　総合母子保健センター愛育病院で1989年4月～1991年
2月 に出生した2，324名のうち、両親とも外国人（163

名）、極低出生体重児（8名）などハイリスク児、ダウ

ン症候群（1名）など明らかな先天異常をもつ児を除き、

その後、愛育病院母子保健科を健康診査・保健指導のた

め受診した乳幼児2，152名とその母親を対象とした。

　生後4～5か月に受診した対象児が1，119人、1歳児

が1，496人、2歳児が1，130人、4歳児が316人、6歳児

が119人であった。

皿　方法

　母子保健科のカルテ7）をデータシートに書き写し、保

健婦や栄養士による母親への問診項目、医師や心理相談

員による健診結果等の乳幼児期の資料を分析した。

　以下、　r4、5か月児」は、生後4か月0目～5か月

30日の乳児、　r1歳児」は、生後11か月0日～12

か月30日の児等を示す。就寝・起床時刻等は、分単位

を切り捨て、また日によって時刻が違う場合は平均的な

時刻を集計した。

　乳幼児の生活リズムと、以前の調査8～12）により、受

診児数が比較的多かった年月齢の発達や主訴数、保育や

祖父母同居の有無等、関連のありそうな項目を中心に分

析した。生活リズムとして、就寝時刻、起床時刻、夜間

睡眠時間（＝起床時刻一就寝時刻＋24時間）、睡眠問題

（夜泣き等）、昼寝、授乳リズム、間食が規則的かどう

か等に関して、京都教育大学の大型コンピューターでS

ASを使用し分析した。有意差検定は、対照群と比較し

てカイ自乗検定を行った。

　以下、有意な結果が得られた内容を中心に述べる。

Iv結果

1、就寝時刻

　第1子の乳幼児と、第2子以降の乳幼児に分けて、乳

幼児の年齢別、就寝時刻を、また乳児期の保育形態別の

平均就寝時刻を表1に示す。分単位は切り捨てて集計し

たので、実際の平均就寝時刻は、表中の時刻、また以下

に述べる時刻より多少遅めである。

　幼児健康度調査13》と比較して、1歳までの第1子の

就寝時刻は遅く、平均して22時台であった。4歳以降の

幼児の平均就寝時刻は21時前後であり、幼児健康度調査

とほぼ同時刻であった。4歳児の平均就寝時刻は、昼寝

する幼児は21時35分、昼寝しない幼児は20時46分であっ
た。

　第1子の平均就寝時刻は、第2子以降と比較して、4、

5か月児～2歳児は30～40分遅かったが、4～6歳
児はほとんど差がみられなかった、乳幼児の就寝時刻は

年齢と共にバラツキが少なくなり、平均就寝時刻は早く

なる傾向がみられ、ことに第1子では、その傾向が強か
った。

　保育形態別の平均就寝時刻に関して、乳児期から保育

所に入所していた乳幼児は、2歳までは全対象児とほぼ

同時刻かやや早く、4歳以降はやや遅かった。また、乳

児期にベビーシッター、保育ママなどの家庭型保育を経

験した乳幼児は、保育所入所児よりやや早く、第2子以

降の乳幼児とほぼ同時刻であった。そして、両者とも年

齢による差が比較的少なかった。
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表1、乳幼児の就寝時刻

就寝時刻 4、5か月児　　　1歳児　　　　2歳児　　　　4歳児　　　　6歳児

合計人数 801人（100％）　928人（100％）　727人（100％）　232人（100％）　76人（100％）

第 19時台以前 43人（5．4％）　　20人（2．2％）　　10人（1．4％）　12人（5．2％）　　5人（6．6％）

1 20時台 82　（10．2　）　　　　87　（　9．4　）　　　　65　（　8．9　）　　　54　（23．3　）　　　26　（34，2　）

子 21時台 113（14．1）　237（25．5）　229（31，5）　92（39．7）　32（42．1）

の 22時台 195　（24．3　〉　　　317　（34．1　）　　　258　（35．5　）　　　53　（22、8　）　　　10　（13，2　）

み 23時台 204（25．5）　177（19．D　　123（16．9）　17（7．3）　3（3．9）

0時台 126（15．7）　77（8．3）　37（5．1）　4（L7）　0（0　）
1時以後 38（4．8）　13（1．4）　　5（0．7）　0（0　）　0（0　）

平均就寝時刻 22時12分　　　21時54分　　　21時45分　　21時5分　　20時44分

合計人数 300人（100％）　555人（100％）　402人（100％）　82人（100％）　32人（100％）

第 19時台以前 21人（7，0％）　　25人（4．5％）　　14人（3．5％）　　1人（王．2％〉　　0人（0％）

2 20時台 39（13．0）　103（18．6）　86（21．4）　27（32．9）　8（29、6）

子 21時台 74（24．7）　216（38．9）　178（44。3）　38（46．4）　19（59。4〉

以 22時台 74（24．7）　147（26．5）　91（22．6）　13（15．9）　5（15，6〉

降 23時台 69（23．0）　53（9．5）　28（7．0）　2（2，4）　0（0　）

0時台 18（16．0）　9（1．6）　4（1．0）　1（1．2）　0（0　）
1時以後 5（1．7）　　2（0．4）　　1（0．2）　0（0　）　0（0　）

平均就寝時刻 21時40分　　　21時14分　　　21時7分　　20時53分　　20時54分

乳児期から保育所に

入所していた児の 22時0分　　　21時23分　　　21時27分　　21時32分　　21時0分

平均就寝時刻（人数） （59人〉 　　　（98人）　　　　（57人）　　　（19人） 　　（6人）

乳児期に家庭型保育

を経験した児の 21時36分　　　21時16分　　　21時9分　　21時33分　　20時40分

平均就寝時刻（人数） （48人）　　　　（71人）　　　　（49人）　　　（11人）　　　（3人）

全対象乳幼児の

平均就寝時刻 22時4分　　　21時39分　　　21時32分　　21時2分　　20時47分

（人数） （1101人）　　　（1484人）　　　（1130人）　　　（316人）　　　 （109人）
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　以上の結果は、乳幼児栄養調査の結果とほぼ同様であ
った3）。

　（1）母親の年齢との関連

　母親の年齢が24歳以下の場合は、乳幼児の就寝時刻

が22時以降である割合が、4～5か月児は、29／34人＝

85，3％申（以下、ゆは、p＜0．05を示す）、2歳児は21／

30人＝70，0％＊であり、母親が25歳以上の場合（各々

698／1057＝66、0％、524／1097二47．8％）と比較して有

意に多かった。

　（2）保育との関連

　2歳児の就寝時刻が21～22時台である割合は、保育所

に乳児期から入所していた場合は45／57人＝78，9％＊、

1歳半の時に入所していた場合は69／79人＝87．3％串＊＊

　（以下、榊は、p〈0．001）、2歳の時に入所していた

場合は95／108人＝88．0％＊＊＊であり、有意に多く　（表1

の第1子は、21～22時台の割合が67．0％）、就寝時刻の

バラツキが比較的少なかった。そして、4歳児の就寝時

刻が22時台である割合は、各々、11／19人＝57．9％榊、

12／23人；52，2％震噛＊、12／22人＝54．5％榊であり、比

較的多かった（表1の第1子は22．8％）。

　乳児期に家庭型保育を経験した幼児の就寝時刻が、

20～21時台である割合は、1歳時が42／71人＝59．2％

艸（以下、榊は、p＜0．01〉、2歳時が33／49人＝67．3

％＊であり、有意に多かった（表1の第1子は、各々

34．9％、　40．4％）　。

　家庭型保育を経験した6か月児は、就寝時刻が21時台

以前である割合が、4～5か月時も（20／27人＝74，0％
艸窄 、1歳時も（30／41人＝73。2％＊＊＊〉、2歳時も

（27／34人＝79．4％噛＊）多かった（表1の第1子は、各

々29，7％、37．1％、41．8％）。

（3）祖父母同居との関連

　祖母同居の有無別に乳幼児の就寝時刻を比較すると、

21～22時台に就寝する4～5か月 児の割合は、祖母が同

居している場合は78／152人；5L3％料（ことに祖父母

が乳児の世話をしている場合は43／74人＝58．1％廓串）、

同居していない場合は376／942人二39．9％であった。ま

た、祖父同居の有無別では、各々51／101人；50．0％、

403／993人＝40．6％であった。

　祖父母が同居している乳児は、21～22時台に就寝する

割合が比較的多く、就寝時刻のバラツキが少なかった。

しかし、同居の有無と就寝時刻との関連は、幼児の年齢

と共に少なくなっていた。

（4）1か月児健診との関連

　生後1か月時にr寝てばかりいた」4～5か月児は、

20時台以前に就寝する割合が19／70人＝27．1％・と比較

的多く　（表1の第1子は15．6％）、平均就寝時刻は21時

50分とやや早かった。しかし、出生順位別ほどの差はな

く、また、1歳以降の就寝時刻との関連はみられなかっ
た。

　生後1か月時にr夜間の連続睡眠時間が4時間未満」

であった児は、4～5か月時に0時以後に就寝する割合

が90／431人；20・9％と比較的多く榊（4時間以上の対

照群は90／636二14・2％）、平均就寝時刻は22時11分と

やや遅かった。また、1歳時に23時以後に就寝する割合

が156／569人＝27・4％と比較的多く一＊（4時間以上の

対照群は168／881＝豆9．1％）、平均就寝時刻は21時46分

とやや遅かった。しかし、2歳以降の就寝時刻と有意な

関連はみられなかった。

　出産1か月後の母親に異常（悪露、発熱、不安など）

があった場合、4～5か月児の平均就寝時刻は22時31分

｛であり、異常がなかった場合の21時59分と比較して有

意に遅かったが、1歳以降の就寝時刻との関連はみられ

なかった。

　生後1か月時のr機嫌よく目ざめている」と就寝時刻

との関連はみられなかった。

（5）6か月児健診との関連

　6か月児の睡眠間題有りの割合は、4～5か月時の就

寝時刻が22時以降であった場合、120／509人＝23．6％率

　（21時台以前の対照群は80／254人漏31．5％）と比較的

少なかった。

　6か月児健診時の主訴がrねる前にぐずる」であった

場合、1歳時に23時以後に就寝する割合は、9／23人＝

39．ユ％＊と比較的多かった（表1の第1子は28．8％）。

（6）1歳児健診との関連

　1歳児健診時にr人見知りが強かった」児は、就寝時

刻が23時以降である割合が、4～5か月時は16／25人＝

64．0％申、1歳時は20／48人高41．7％料であり、比較的

多かった。

（7）2歳児健診との関連

　2歳児が外でよく遊ぶ割合は、4～5か月児の就寝時

刻が22時以降であった場合、444／459人＝96．7％率（21

時台以前の対照群は195／211人＝92．4％）と多かった。

　2歳児健診時に友だちがいなかった場合、4歳時点で

の就寝時刻が23時以降である割合は7／47人＝14．9％＊

（友だちがいた対照群は12／225人寓5．3％）であり、比

較的多かった。

　昼寝をしなかった2歳児は、就寝時刻が0時以降であ

る割合が、4～5か月時点で9／23人幕39．1％林、1歳
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時点で6／37人＝16．2％＊と比較的多かったが、2歳時点

では、逆に19時台以前に就寝する割合が6／46人＝13．0

％艸ホと比較的多かった。

　（8）3歳児健診との関連

　乳幼児の就寝時刻と間食の与え方とは密接な関連がみ

られた。3歳児の間食が不規則に与えられていた割合は、

就寝時刻が4～5か月児で0時以降の場合、14／66人＝

2L2％い（23時台以前の対照群は32／336人篇9．5％）、

1歳児で23時以降の場合、24／135人＝17．8％緋（22時

台以前の対照群は38／416人；9．1％）、2歳児で22時以

降の場合、46／283人＝16．3％料（21時台以前の対照群

は21／273人＝7．7％）、4歳児で23時以降の場合、5／

15人＝33．3％艸（22時台以前の対照群は19／205人＝

9．3％）、6歳児で22時以降の場合、5／14人＝35．7％榊

（21時台以前の対照群は5／60人＝8，3％）であり、対照

群と比較して多かった。

　3歳児が衣服の着脱を（だいたい）できる割合は、2

歳時の就寝時刻が23時以降であった場合、104／129人＝

80，6％艸（22時台以前の対照群は507／566人＝89．6％）

であり、比較的少なかった。

　3歳児がごっこ遊ぴをする割合は、2歳時の就寝時刻

が22時以降の場合、352／370人；95．1％＊（21時台以前

の対照群は339／345人＝98．3％）であり、比較的少なか

った。

　昼寝をしていた3歳児は、4歳時の就寝時刻が22時以

降になる割合が58／144人＝40，3％事＊＊（昼寝をあまり

していなかった対照群は22／141人＝15，6％）であり、

比較的多かった。

（9）4歳児健診との関連

　幼稚園や保育所に喜んでいかない4歳児の割合は、1

歳時の就寝時刻が0時以降の場合、3／16人＝18，8％＊＊

（23時台以前の対照群は6／196人＝3．1％）であり、比

較的多かった。

　間食が不規則に与えられていた4歳児の割合は、1歳

時の就寝時刻が22時以降の場合、16／118人＝13，6％寧事

（21時台以前の対照群は2／87人＝2．3％）であり、比較

的多かった。

　4歳児の平均室内遊び時間は、2歳児の就寝時刻が

22時以降であった場合は3時間38分と比較的長くホ、21

時台以前であった場合は3時間0分であった。

2、起床時刻

　乳幼児の起床時刻を表2に示す。平均就寝時刻と同様、

実際の平均起床時刻は、表中の時刻より多少遅めである。

　起床時刻も年齢と共に早くなる傾向がみられたが、就

寝時刻ほど顕著ではなかった。また起床時刻は年齢と共

にバラツキが少なくなり、半数以上の4、6歳児は、午

前7時台に起床していた。幼児健康度調査13｝と比較し

て、2歳以降の幼児の起床時刻は、ほとんど差がみられ

なかった。

（1）出生順位との関連

　出生順位別では、第1子の平均起床時刻は、第2子以

降と比較して、1歳児は約20分遅かったが、就寝時刻

ほどの差はみられなかった。

表2、乳幼児の起床時刻

起床時刻 4、5か月児 1歳児 2歳児 4歳児 6歳児

合計人数 1104人（100％） 1492人（100％） 1128人（100％） 316人（100％） 109人（100％〉

午前

5時台以前 86人（7．8％） 25人（L7％） 21人（1．9％） 1人（0．3％） 2人（1．8％）

6時台 250（22．6） 244（16．4） 133（U．8） 25（7．9） 24（22．0）

7時台 312（28．3） 559（37．4） 506（44．8） 183（57．9） 66（60．6）

8時台 253（22．9） 461（30．9） 338（29．9） 91（28．8〉 15（13．8）

9時台 106（9．6） 159（10．7） 117（10、4） 15（4．8） 2（L8）

10時台 61（5．5） 35（2，3） 11（1．0） 1（0．3） 0（0　）

11時以後 36（3．3） 9（0．6） 2（0．2） 0（0　） 0（0　）

平均起床時刻 7時20分 7時25分 7時23分 7時18分 6時54分

一157一



日本子ども家庭総合研究所紀要　第36集

　（2）保育との関連

　1歳児の起床時刻が午前7時台以前の割合は、母親が

出産後半年以内に就労していた場合は65／92人＝70，7％

一（ことにフルタイムは43／49人＝87，8％榊）、乳児

期に保育所に入所していた場合は75／98人＝76．5％榊

であり、比較的多かった（表2では55．5％）。また、生

後半年以前から保育所に入所していた1歳児は、50人全

員が午前6～8時台に起床していた‡㌔

　（3）3歳児健診との関連

　3歳児の間食が規則的に与えられていた割合は、全体

としては489／551人幕88，8％であった。この割合は、前

述のように就寝時刻と密接な関連がみられたが、1歳児

の起床時刻が午前9時以降の場合、52／65人；80．0％串

であり、地較的少なかった。

　3歳児が昼寝をする割合は、1歳時の起床時刻が午前

8時以降であった場合、133／332人＝40．1％＊料（午前

7時台以前の対照群は221／401人；55．1％）であり、比

較的少なかった。

3、夜間睡眠時問と睡眠問題

　乳幼児の夜問睡眠時問、昼寝（日中の睡眠）有りと睡

眠問題有りの割合を表3に示す。年齢と共に、昼寝をす

る乳幼児は少なくなるため、夜間の睡眠時間は増加傾向

がみられ、またバラツキが少なくなっていた。睡眠問題

有りの割合は、1歳以降年齢と共に少なくなっていた。

（1）出生順位との関連

　出生順位別では、1歳児の夜間平均唾眠時間は、第1

子が9時間39分＊一、第2子以降が9時間58分であり、

第1子が有意に矩かった。

　出生順位別の睡眠問題有りの割合は、4～5か月児は

第1子が96／627人＝15、3％ホ、第2子以降が21／228人

＝9。2％、4歳児は第1子が16／208人＝7，7％零、第2子

以降が1／78人＝L3％であり、第1子は有意に睡眠問題

有りが多かった。

（2）母親の年齢との関連

　母親の年齢が24歳以下の場合、25歳以上と比較し

て、4～5か月児の睡眠問題有りの割合は、8／25人＝

32。0％艸と比較的多かったが、幼児期は有意差がみられ

なかった。

（3）保育との関連

表3、乳幼児の夜間睡眠時問、日中睡眠有りと睡眠問題有りの割合

4、5か月児　　　1歳児　　　　2歳児　　　　4歳児　　　　6歳児

合計人数 1099人（100％）　1482人（100％）　1128人（100％）　316人（100％）　109人（100％）

夜間睡眠時間

6時間以下
時間

時間

時間

0時間
1時間

2時間
3時間以上

均時間

38人（3，5％）　　10人（0．7飴）　　0人（0％）　　1人（0，3％）　　0人（0％〉

7（8，8）　29（2．0）　　9（0．8）　0（0　）　1（0．9）
02（18．4）　113（7．6）　54（r4，8）　9（2．9）　3（2．8）

81（25．6）　394（26．6）　324（28．7）　45（14．2）　17（15，6）

50（22．7）　594（40。1）　494（43．8）130（41．1）　55（5α4）

45（13．2）　279（18．8〉　201（17。8）108（34．2）　28（25．7）

7（6．1）　55（3．7）　39（3．5）　21（6．7）　4（3．7）

9（1．7）　　8（0．5）　　7（0．6）　2（0．6〉　1（0，9）

時間16分　　9時間46分　　9時間51分　　10時間16分　10時間7分

目中睡眠有り

割合

1015人／1026人　　一一一　　1000人／1114人　81人／304人　7人／106人

（98・9％）　　　　　　（89，8％）　（26．6％）　（6．6％）

睡眠問題有り

の割合

117人／856人　231人／1240人　88人／945人　17人／289人　　2人／94人

（13，7％）（18，6％）　　（9．3％）　（5．9％）　　（2．1％）
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　保育所に生後半年以前から入所していた1歳児は、夜

間睡眠時間が9～10時間である害1』合は42／50人＝84，0％

いと、比較的多く　（表3では66．7％）、保育所入所中の

1歳児の夜間平均睡眠時間は9時間30分と比較的短かっ

た　（表3では9時間46分）。そして、睡眠問題有りの

2歳児の割合が9／46人＝19．6％＊と比較的多かったが

　（表3では9．3％）、4歳児では差がみられなかった。

しかし、2歳時に入所していた4歳児でみると、睡眠問

題有りの割合は、4／29人；13．8％と比較的多かった

（表3では5．9％〉。

（4）居住建物の階数との関連

　居住建物の階数別比較では、4歳児の睡眠問題有りの

割合は、3階建て以上のマンション等に住む場合の7／

181人＝3．9％に対して、1～2階建ての戸建て等に住む

場合は9／88人一10．2％と多かった＊。しかし、他の年齢

で睡眠問題と居住建物の階数との関連はほとんどみられ

なかった。

（5）1か月児健診との関連

　4～5か月児の睡眠問題有りの割合は、生後1か月時

に「日中の連続睡眠時間が3時間未満」であった場合、

50／280人漏17．9％‡、また生後1か月時に「よく泣いて

いた」場合、39／213人＝18．3％率であり、比較的多かっ

た（表3では13．7％）。しかし、これらの1か月時の項

目と、1歳以降の睡眠問題との関連はみられなかった。

　生後1か月時にr夜間の連続睡眠時間が4時間未満」

であった児は、睡眠問題有りの割合が、生後4～5か月

時に60／333人＝18．0％榊、1歳時に112／471人＝23．8

％榊と有意に多かった（表3では、各々13．7％、18．6

％）。しかし、2歳以降の睡眠問題と有意な関連はみら

れなかった。

　生後1か月時の他の睡眠に関する項目と、その後の睡

眠問題との関連はみられなかった。

（6）6か月児健診との関連

　r夜起きる」などの睡眠間題があった6か月児は、睡

眠問題有りの割合が、4～5か月時も42／153人＝27．5

％＊“、1歳時も59／200人＝29．5％＊榊、2歳時も25／

180人＝13．9％＊＊であり有意に多かった。しかし、4歳

児健診時の睡眠問題有りは3／57人＝5．3％であり、関連

はみられなかった、

　6か月児健診時の主訴がr夜泣き」であった場合、睡

眠問題有りの割合が、1歳児健診時に11／27人＝40．7％
＊＊ 4歳児健診時に2／6人＝33．3％榊であり、有意に多

かったゆ

　6か月児健診時の主訴がr夜起きる」であった場合、

睡眠問題有りの割合が、4～5か月時に34／127人；

26，8％＊林、1歳時に54／182人＝29．7％＊榊であり有意

に多かった。しかし、2歳児、4歳児健診時の睡眠問題

と有意な関連はみられなかった。

　栄養法別（6か月時）に睡眠問題有りの割合は、他の

栄養法と比較して、人工栄養の4、5か月児が30／271

人＝11，1％と少なく事、母乳栄養で育てられた1歳児が

106／417人＝25，4％と比較的多く＊料、ことに授乳回数

7回／日以上の場合は34／78人＝43．6％と多かった“　。

しかし、2歳以降の睡眠問題と有意な関連はみられなか

った。

　生後6か月時の他の睡眠に関する項目と、睡眠問題と

の関連はみられなかった。

（7）1歳児健診との関連

　「夜泣き」などの睡眠問題があった1歳児は、睡眠問

題有りの割合が、2歳時も17／115人＝14，8％一、4歳時

も4／36人＝IL1％であり、比較的多かった。

　r人見知りが強かった」1歳児は、睡眠問題有りの割

合が、1歳時は15／39人；38．5％絆、2歳時は5／28人

＝17．9％、4歳時は1／5人＝20％であり、比較的多かっ

た。

（8）2歳児健診との関連

　睡眠問題があった2歳児の就寝時刻は、4～5か月時

は21時台以前である割合が24／56人一42．9％寧と多く

（表1の第1子では29．7％）、6歳時は逆に、22時以降

が5／10人＝50．0％＊嘱と多かった（表1では16％〉。ま

た、1歳時の夜間睡眠時間が9時間未満である割合は

15／77人＝19，5％＊＊であり、比較的多かった（表3では

10．3％）。

　睡眠問題があった2歳児は、友だちがいない割合が

13／87人＝14．9％離（睡眠問題なしの対照群は72／837人

＝8．6％）、外遊びしない割合が2／83人＝2，4％＊＊（睡

眠問題なしの対照群は2／842人一〇．2％）であり、比較

的多かった。

（9）3歳児健診との関連

　4～5か月時に睡眠問題があった（母親の年齢が24

歳以下の第1子に多い）3歳児は、友だち遊びの機会が

ある割合が38／47人蔦80．9％畔（睡眠問題なしの対照群

は341／369人二92．4％）、夜間の排泄に問題がある割合

が2／36人＝5．6％＊（睡眠問題なしの対照群は72／317人

＝22．7％）であり、ともに比較的少なかった。

　3歳児が昼寝をする割合は、1歳時の夜間平均睡眠時

間が11時間以上であった場合、59／160人＝36．9％艸

（11時間未満の対照群は295／570人＝5L8％）であり、
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比較的少なかった。

（10）4歳児健診との関連

　4歳児の平均室外遊び時間は、2歳時に睡眠問題があ

った場合は45分率、なかった場合は1時間56分であり、

前者が短かった。

4、授乳リズム

　生後4～5か月児の栄養法別の授乳リズムを表4に示

す。授乳が不規則である割合は、母乳栄養児が7．4％、

混合栄養児が9．0％であり、人工栄養児の1．6％に比べて

多く一、ことに授乳回数7回／目以上の母乳栄養児は8

／36人＝22，2％であり、有意に多かった％

表4、4～5か月児の授乳リズム

表5、健診時の主訴数と生活リズム関連項目

栄養法

合計数

規則的

不規則

母乳栄養 混合栄養 人工栄養

297人（100％）　233人（100％）　184人（100％）

275人（92．6％）212人（91．0％）181人（98．4％）

22人（7．4％）　21人（9．0％）　3人（1．6％）

　人工栄養の4～5か月児の授乳リズムが不規則であっ

た場合、6か月児健診時の主訴がr夜起きる」である割

合は2／3人＝66．7％と多かった＊串（授乳リズムが規則的

な人工栄養児は16／181人；8，8％）。

　保育所に入所していた4～5か月児は、13人全員の授

乳リズムが規則的であった。

　生後6か月児の授乳リズムが不規則になる割合は、4

～5か月時に睡眠問題があった場合、9／61人＝14，8％

であり、比較的多かった串（問題がなかった対照群は26

／409人＝6，4％）。しかし、1歳以降の睡眠問題と有意

な関連はみられなかった。

5、間食

　4歳児の間食が規則的に与えられていた割合は、全体

としては213／232人＝91．8％と多かった。しかし、この

割合は、生後1か月時にrよく泣いていた」場合、53／

62人＝85．4％＊、生後4～5か月時に睡眠問題があった

場合、9／14人＝64．3％＊紳、3歳時に友だち遊びの機会

がなかった場合、14／18人＝77．8％＊、4歳時に幼稚園

や保育所に喜んでいかない場合、6／9人一66．7％＊申であ

り、各々比較的少なかった。

健診年月齢と、 健診年月齢と、その時点での

その時の主訴数 生活リズム関連項目の割合

1か月児健診 1歳時に睡眠問題有り

主訴数0～2 148／869人；17．0％

3以上 80／350人＝22．9％牢

6か月児健診 4～5か月時に睡眠問題有り

主訴数0～2 77／586人＝13．1％

3以上 28／131人＝21．4％串

1歳半児健診 2歳時に睡眠問題有り

主訴数0～2 9／203人嘉4．4％

3以上 8／59人＝13．6％ホ

4～5か月時の混合栄養が不規則

主訴数0～2 8／143人；5．9％

3以上 7／38人；18．4％離

3歳児健診 1歳時に睡眠問題有り

主訴数0～1 54／368人；14．7％

2以上 55／232人〒23．7％寧＊

2歳時に睡眠問題有り

主訴数0～1 26／386人＝6．7％

2以上 29／233人；12．4％率

4～5か月時の混合栄養が不規則

主訴数0～2 3／95人一3．2％

3以上 3／19人；15．8％＊

4歳児健診 2歳時に睡眠問題有り

主訴数0～1 10／158人＝ 6．3％

2以上 11／66人；16．7％事

5歳児健診 2歳時に睡眠問題有り

主訴数0～3 1／133人＝0．8％

4以上 2／16人＝12．5％榊

卓：P＜0．05、　率㌧P＜0，01
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表6、乳幼児の発達等と生活リズム関連項目

健診年月齢と、 左記の項目に関して、経過観察された場合の、生活リズム関連項目の割合

経過観察項目 （経過観察されなかった対照群の、生活リズム関連項目の割合）

9～12か月児の

発達D 就寝時刻が23時以降の4～5か月児の割合：13／20人＝65，0％＊　（396／934人；42．4％）

母子関係21 就寝時刻が23時以降の2歳児の割合：　　　6／14人＝42．9％＊　（170／898人；18．9％）

母子関係21 睡眠問題有りの2歳児の割合：　　　　　　4／10人＝40，0％艸（72／774人一9，3％）

1歳半～2歳児の

発達n 就寝時刻が19時台以前の1歳児の割合：　　2／7人＝28，6％＊絆（30／1234人コ2．4％）

発達n 睡眠問題有りの4歳児の割合：　　　　　　1／1人二100％＊率＊（16／275人＝5．8％）

発達21 就寝時刻が1時以降の4～5か月児の割合：9／89人＝10・1％畔（23／737人＝3・1％）

発達21 就寝時刻が22時以降の1歳児の割合：　　　86／128人＝67・2％申4（555／1034人＝53・7％）

発達ω 起床時刻が8時以降の1歳児の割合：　　　70／128人一54・7％“（464／1038人幕44・7％）

発達21 就寝時刻が23時以降の4歳児の割合：　　　8／36人一22．2％＊＊（16／250人一6・4％）
行動2〕 就寝時刻が0時以降の1歳児の割合：　　13／89人＝14・6％”（70／1073人＝6・5％）

行動21 就寝時刻が23時以降の4歳児の割合：　　　5／25人；20・0％＊　（19／261人コ7・3％）

母子関係2） 就寝時刻が0時以降の4～5か月児の害1』合＝19／69人＝27．5％寧　（131／757人＝17，3％）

母子関係2｝ 睡眠問題有りの2歳児の割合：　　　　　　14／80人＝17．5％寧　（68／773人＝8．8％）

母子関係2》 睡眠問題有りの4歳児の割合＝　　　　　　5／23人＝21．7％‡　（19／263人＝7，2％）

母子関係21 就寝時刻が23時以降の6歳児の割合：　　　1／5人＝20・0％‡　（2／98人　＝2，0％）

その他2） 就寝時刻が23時以降の4歳児の割合1　　　3／12人＝25、0％掌　（21／274人篇7，7％）

2歳半～3歳児の
発達2） 就寝時刻が0時以降の2歳児の割合＝　　　8／91人＝8・8％串　（28／711人＝3・9％）
発達2） 就寝時刻が23時以降の4歳児の割合：　　　7／28人；25，0％緋（16／251人＝6，4％）

行動2〕 就寝時刻が23時以降の4歳児の害1」合：　　　8／35人＝22，9％榊（15／244人二6，1％）

母子関係2） 就寝時刻が23時以降の1歳児の割合：　　　44／133人＝33，1％＊（170／726人＝23，4％）

母子関係21 就寝時刻が23時以降の4歳児の割合；　　　8／47人＝17．0％中　（15／232人＝6．5％）

その他2） 就寝時刻が23時以降の1歳児の割合：　　　20／51人幕39，2％＊　（194／808人；24，0％）

4歳児の
発達2） 就寝時刻が23時以降の4～5か月児の割合：6／7人＝85・7％＊　（454／1094人＝4L5％）

発達2＞ 就寝時刻が22時以降の1歳児の割合：　　　9／lo人；90，0％串　（787／1474人＝53，4％）

発達2） 就寝時刻が23時以降の2歳児の割合：　　　5／11人；45，5％串　（193／1119人＝17、2％）

発達2） 就寝時刻が23時以降の4歳児の割合：　　　4／11人＝36・4％料＊（20／305人＝6・6％）

行動21 就寝時刻が23時以降の4～5か月児の割合＝6／6人＝100％ホ＊　（454／1095人；4L5％）

行動2｝ 就寝時刻が22時以降の1歳児の割合＝　　　10／11人篇90，9％“　（786／1473人＝53，4％）

行動2》 就寝時刻が23時以降の2歳児の割合＝　　　7／12人＝58，3％林唯（191／1118人一17，1％）

行動2》 就寝時刻が23時以降の4歳児の割合：　　　4／13人雲30，8％緋（20／303人＝6，6％）

母子関係2） 睡眠問題有りの2歳児の割合：　　　　　　3／11人＝27、3％＊　（85／904人纂9，4％）

母子関係2） 間食が不規則な4歳児の割合：　　　　　　3／11人＝27。3％＊　（16／221人＝7，2％）

その他21 就寝時刻が22時以降の2歳児の割合：　　　5／5人＝100％＊　（542／1125人；48，2％）

その他2》 就寝時刻が22時以降の4歳児の割合：　　　4／5人＝80，0％＊　（86／311人＝27，7％）

5～6歳児の
発達2〕 間食が不規則な4歳児の割合：　　　　　　2／2人＝100％林寧（17／230人＝7，4％）

1）医師の判断による経過観察項目、　2）心理相談員の判断による経過観察項目・

3）＊＝P〈0．05、　＊＊：P＜0．01、　糊：P＜0・OG1、
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　5歳児の間食が規則的に与えられていた割合は、生後

4～5か月時に睡眠問題があった場合、5／7人＝71．4％

籾（問題がなかった対照群は68／70人＝93，2％）であり、

比較的少なかった。

6、健診時の主訴数との関連

　健診受診時に主訴数が多かった場合、有意差がみられ

た生活リズム関連項目を表5に示す。主訴数が2～3つ

以上あった場合、他の年月齢の健診受診時にも睡眠問題

有りの割合、また生後4～5か月時の混合栄養が不規則

である割合が有意に多かった。

7、乳幼児の発達等との関連

　健診時に小児科医が乳幼児の発達に関して、また心理

相談員が乳幼児の発達、行動、母子関係、その他に関し

て経過観察が必要と判断された場合に、有意に多かった

生活リズム関連項目と、その割合を表6に示す。

　発達や行動に関して経過観察された乳幼児は、就寝時

刻が22、23、0時以降、または19時台以前、そして起床

時刻が午前8時以降である割合が比較的多かった。また、

母子関係に関して経過観察された乳幼児は、遅い就寝時

刻、また睡眠問題有りとの関速がみられた。対象数が少

なかった年長児は、関連項目が少なかったが、不規則な

間食と関連があった。しかし、乳幼児の発達等と、睡眠

時間、授乳リズムとは、有意な関連が認められなかった。

V　考察

　今回解析した資料は、都心に近い病院の健診カルテで

あり、経済的に比較的恵まれたサラリーマン家庭の乳幼

児が多い。その生活リズムに関して、以下のように考え

られる。

1、乳幼児の生体リズムの発達・形成

　生体時計は、脳の視床下部視交叉上核に存在し、松果

体リズムと共に光に同調しながら約24時間周期のリズ

ムを発振している。逆にいえぱ光は、生体時計からのリ

ズム発振を精巧に調節する最も強力な同調因子である
5♪

概日リズムは、胎児期に母体のリズムを基本として、

ある程度形成されており、乳児の睡眠の位相（時刻）は、

目照時間より後退して親や社会の生活リズムに同調して

いるといわれる団。そして、乳幼児の生体時計による

生体リズムの発達・形成は、第1に昼夜の交代、第2に

摂食リズム、第3に母親のリズムに同調していくことが

大切であるといわれる固。今回は、それらの要因とと

もに、その他の環境要因も含めて、育児支援の視点から

より詳細に分析した。

　乳幼児の生活リズムは、年齢が小さいほど、乳児自身

の要因（生後1か月時の睡眠状況、泣きなど）のみでな

く、環境要因（兄姉の有無、祖父母同居の有無など）か

らの影響が大きかった・たとえば、第1子は、乳児期は

親の生活に合わせた夜型の生活が多いため、また、幼児

期は弟や妹の出生のため、睡眠問題有りの割合が比較的

多かったと考えられる。

　兄姉または祖父母が同居している乳児は、その人達の

生活リズムに合わせることが多いため、就寝時刻は比較

的早く、バラツキが少なかった。そして、一般的には乳

幼児自身が保育所や幼稚園に通う年齢になると、その集

団生活に合わせた生活リズムになるので、就寝時刻や起

床時刻はほぼ一定の時刻になり、また早くなると考えら

れるL61。

　しかし、健康診査の際に、発達、行動、母子関係など

に関して経過観察される乳幼児は、就寝時刻が遅かった

り、睡眠に問題がある割合が多かった。一部の乳幼児で

は、生活リズムの乱れと心理的な問題との関連性が認め

られたので、育児支援の際には注意が必要である。

2、就寝・起床時刻

　母親の年齢が若い第1子は、生後4～5か月の時に就

寝時刻が22時以降の割合、また睡眠問題有りの割合が比

較的多かった。そして、この就寝時刻が22時以降の場合、

生後6か月や2歳の時には、逆に睡眠間題が少なくなり、

2歳の時に外で遊ぶ割合が多くなっていた。昼夜のリズ

ムが禿達途上にある4～5か月児の就寝時刻が多少遅い

ことは、多くの場合、心配ないと考えられる。

　しかし、発達や母子関係に関して経過観察される幼児、

人見知りの強い1歳児、また、間食が不規則である3歳

児には、生後4～5か月の時の就寝時刻が23～0時以降

であった割合が比較的多かった．したがって育児支援の

際に、乳児の就寝時刻が23～0時以降の場合、家庭生活

全般に関して助言、指導を行い、発達や母子関係に注意

しながら健康診査することが望まれる。

　2歳児の就寝時刻が22～23時以降であった場合、3～

4歳の時点で衣服の着脱ができない割合、ごっこ遊ぴし

ない割合、また室内遊びが長い割合が多かった。これら

は親のしつけと関連する項目である。一般的には生体リ

ズムが確立してくる幼児の就寝時刻が遅い場合は注意し

なけれぱならない。
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　発達や母子関係などが経過観察される幼児、人見知り

の強い1歳児、間食が不規則である3～4歳児、また幼

稚園や保育所に喜んでいかない4歳児には、幼児期の就

寝時刻が22～23時以降である割合が比較的多かった。幼

児の就寝時刻が22～23時以降の場合は、幼児の発達や性

格に注意しながら、個々の幼児にあった環境を整えられ

るような育児支援が望まれる、

　乳幼児の起床時刻は、就寝時刻が遅いほど遅い傾向が

みられた。したがって、前記の就寝時刻との関連項目の

多くは、起床時刻とも多少は関連していたが、就寝時刻

との関連性の方が強かった。起床時刻に関して詳細は省

略するが、幼児には午前8時頃までに起床する習慣をつ

けさせたい。

3、睡眠問題

　生後1か月児に関して、寝てぱかりいる、また逆に夜

間続けて眠らないなど、睡眠・覚醒リズムを親が心配す

ることは多い。しかし、就寝時刻や睡眠問題有りとの関

連は乳児期のみであり、2歳以降は関連がみられなかっ
た、，

　6か月児健診で、夜起きる、夜泣き、などの主訴は多

い。これらの睡眠問題は1～2歳までの睡眠問題と関連

していたが、4歳以降の関連は少なかった。また、4～

5か月児の睡眠問題は、6か月児健診時の主訴数の多さ

と関連していたが、1歳以降の健診時の主訴数との関連

はみられなかった。

　以上のような乳児の睡眠問題は、健診受診時等にその

都度、心配事に関していろいろ相談にのり、適切な助言

や指導を行っていれば、親が乳幼児を普通に育てている

中で、乳幼児の生活リズムは年齢とともに自然に整って

いき、その多くは解消していくことを示している。無用

な心配を親に与えないような健康診査・保健指導が望ま

れる。

　授乳リズムに関して、母乳栄養の場合、乳児の要求に

応じて授乳することが多いため、不規則になりやすかっ

た。その授乳回数が生後4～5か月児で7回／日以上の

場合、睡眠問題と関連がみられたので、家庭状況によっ

ては、一日全体の生活リズムの調整が望まれる。しかし、

2歳以降の睡眠問題との関連はみられなかったので、長

期的には心配する必要はない。

　一般的には、乳幼児の生体リズムは年齢と共に発達す

るため、睡眠問題有りの割合は1歳以降、しだいに少な

くなっていた・しかし、幼児の睡眠問題は、健診受診時

の主訴数の多さと縦断的に継続した関連が認められた。

いろいろ心配事をかかえる神経質な母親は、幼児の睡眠

状況も気になる場合が多いためであり、適切な保健指導

が望まれる。

　幼児の睡眠問題は、人見知りが強いなど幼児自身の問

題との関連もみられたが、友だちがいない、外遊ぴしな

い、室外遊びの時間が短いなど、環境要因として調整可

能な内容との関連も大きかった。睡眠問題に関する相談

内容に関しては、幼児の生活全般に関する助言・指導が

必要である。

4、間食

　4～5歳児の間食が不規則に与えられていた場合、乳

児期に睡眠問題があった割合、幼児期に発達や母子関係

に関して経過観察される割合、また、幼児の友だち遊ぴ

の機会の少なさや園に喜んでいかない割合が多かった。

乳幼児の生活リズムの確立のためには、睡眠覚醒リズム

とともに、間食の与え方や友だち遊びも重要であること

を示している。

5、保育

　母親が就労している場合、乳児の保育体制と、就寝・

起床時刻との関連が強く、比較的早寝・早起きの乳児が

多かった。ことに家庭型保育を経験した乳児の就寝時刻

は早く、また保育所に入所している乳児は授乳リズムが

規則的であった。母子ともに就労時間や保育時間に合わ

せた生活をするため、乳児の生活リズムは整いやすいと

考えられる、

　しかし、保育所に入所している乳児の夜間平均睡眠時

問は矩く、睡眠問題有りの割合が多かった。これらは、

仕事と家事・育児の両立が母子にとって負担がかかって

いることを示している。特に母親が夜の勤務の際は、就

寝時刻が遅くなり、睡眠不足を強いられやすいので問題

である2）。母子ゐ負担を軽減させられるような、また、

必要な睡眠時間を十分確保できるような育児支援が望ま

れる。

　保育所に入所している多くの幼児は、夜は21～22時台

に就寝し、朝は午前7時台に起床し、夜間は10時間近く

眠り、生活リズムが整っていた。保育所入所中の幼児の

就寝時刻は遅い傾向が認められ、他の調査と同様であっ

た切。これは、勤務時間にさかれて就労女性の睡眠時

間が少ないためというより、保育所では幼児を昼寝させ

ることが多いためと考えられる。

　幼児の睡眠問題は、幼児が入所後しぱらくは多かった。

仕事と家事・育児の負担のみでなく、保育所の生活リズ
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ムに母子ともに合わせるための睡眠問題が多いのであろ

う。しかし、保育所での生活にしだいに慣れていくため

か、間題とはならなくなっていた。保育所に通園する幼

児は、生活リズムが整っているので虫歯の頻度が低く、

集団生活の中で社会性を比較的早くから身につけて発達

していくB♪。母子の負担を軽減させるために、保育所

の整備も必要であるが、通園児とその親に保育所の利点

を理解させることも大切である。

w　結論

　①第1子の乳児は、親の生活に合わせた夜型の生活が

多かったが、保育所や幼稚園に通う年齢になると、園に

合わせた生活リズムになり、就寝・起床時刻はほぼ一定

になり、また早くなっていた。

　②兄姉または祖父母が同居している乳児は、その人達

の生活リズムに合わせるため、就寝・起床時刻は比較的

早く、バラツキが少なかった。

　③発達や母子関係などが経過観察される幼児、人見知

りが強い1歳児、間食が不規則な3～4歳児、また幼稚

園や保育所に喜んでいかない4歳児などは、その就寝時

刻が、生後4～5か月の時は23～0時以降、幼児期は

22～23時以降である割合が比較的多かった。これらの場

合、乳幼児の発達や性格に注意しながら、家庭生活全般

に関する助言、指導、育児支援が望まれる。

　④乳児の睡眠問題は、健診時等にその都度、適切な助

言を行うことで、その間題の多くは年齢と共に解消して

いた。

　⑤幼児の睡眠問題は、友だちがいない、外遊びしない、

室外遊び時間が短い等との関連が多かった。

　⑥保育所に入所している乳児は、比較的早寝・早起き
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